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復活するカワセミと後退するヤマセミ

多摩川は山梨県笠取山を源流として、東京都を貫流して東京湾に流れ込む全長 138km の

一級河川です。青梅市でも最も主要な河川であり、水源・水運など様々に利用されてきま

した。同時に、多摩川は鳥類にとっても重要な生息地になっています。長大な多摩川の鳥

類の全容を明らかにするのは容易ではありませんが、令和元（2019）年から令和６（2024）

年にかけて、市民・研究者・学生等により多摩川の東京都域 90km について鳥類調査が行わ

れ、１km ごとに鳥類の種類・個体数が調べられました（蓮尾他 2021・御手洗 投稿中）。

この調査の結果から、河川の鳥類を代表する種類であるカワセミ科のカワセミとヤマセミ

についての多摩川での生息状況を紹介します。

○ カワセミ科カワセミ Alcedo atthis （調査結果：図１）

美しい緑色と橙色の羽色を持つ全長約 17 cm の鳥類で、小型の魚類や甲殻類などを捕食

します。調査の結果からは、河口近くを除き多摩川下流から中流のほとんどの場所で見ら

れました。青梅市でも全域で見られましたが、奥多摩町に入ると徐々に見られなくなりま

した。カワセミはかつて多摩川全域に生息していましたが、終戦後の昭和 20（1945）年か

ら分布が後退し、昭和 40 年代半ばには青梅市より西側にしか生息していませんでした（松

田 1971）。その後、徐々に分布域を回復し、平成期には区部で再び繁殖が見られるよう

になりました（金子 1988）。令和期に入って行われた調査でも、カワセミの分布域の回

復傾向が継続していることが明らかになりました。

○ カワセミ科ヤマセミ Megaceryle lugubris （調査結果：図２）

背面が白黒の細かな斑模様、腹面が白色の全長約 38cm の鳥類で、カワセミと同じく魚

類や甲殻類などを捕食します。調査の結果から、河口から青梅市までさかのぼっても見ら

れず、奥多摩町に入ってようやく少数が見られました。ヤマセミは昭和 60 年代には多摩川

中流域でも生息・繁殖していましたが（日本野鳥の会東京支部･多摩川探鳥リーダーグルー

プ 1991）、その後分布域は後退し、西多摩でも生息数が減少しています（川内 2023）。

青梅市内でも平成期は繁殖が確認されていましたが（青梅自然誌研究グループ 未発表）、

現在は繁殖の情報はありません。同じカワセミ科のカワセミとは対照的に、現在も分布域

が多摩川の上流に後退していると考えられます。
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